
４
月
２０
日
、
東
京
・
新
宿

区
の
小
田
急
電
鉄
本
社
で
、

専
修
大
学
の
日
髙
義
博
学
長

・
理
事
長
と
小
田
急
電
鉄
の

山
木
利
満
社
長
が
協
定
に
調

印
し
た
。

本
学
の
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

は
小
田
急
線
の
向
ヶ
丘
遊
園

駅
を
最
寄
り
駅
と
し
て
い

る
。専

修
大
学
は
２１
世
紀
ビ
ジ

ョ
ン
「
社
会
知
性
の
開
発
」

を
掲
げ
、
教
育
・
研
究
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を
推

進
し
て
い
る
。

小
田
急
電
鉄
は
、
企
業
の

社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
を

経
営
の
根
幹
に
掲
げ
、
小
田

急
線
沿
線
を
中
心
に
小
田
急

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
広
域
的
な

事
業
を
展
開
、
社
会
貢
献
活

動
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。小

田
急
電
鉄
と
の
協
定
に

よ
り
、
専
修
大
学
は
学
術
・

研
究
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目

指
し
、
大
学
の
持
つ
知
的
資

産
の
地
域
社
会
へ
の
発
信
を

一
層
進
め
て
い
く
。

連
携
・
協
力
の
具
体
的
な

内
容
は
▽
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
強
化
▽
寄
付
講
座
開

設
▽
学
術
研
究
や
教
育
活
動

の
実
践
―
―
な
ど
だ
。

同
社
は
専
修
大
と
川
崎
市

が
運
営
す
る
市
民
向
け
講
座

「
Ｋ
Ｓ
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
に
も

講
師
を
派
遣
。
ま
た
、
課
題

解
決
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
取
り
組

む
。
同
社
が
提
示
し
た
テ
ー

マ
「
若
い
世
代
へ
発
信


�
将
来
、
小
田
急
沿
線
に
住

み
た
い
！
�
と
感
じ
て
も
ら

え
る
企
業
Ｐ
Ｒ
の
企
画
・
立

案
」
に
沿
い
、
学
生
１４
人
が

提
案
を
ま
と
め
る
。

専
修
大
学
と
小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
は
、
相
互
が
持
つ
人
的
資
源
、
知
的
資
産
を
活
用

し
た
教
育
・
研
究
、
社
会
貢
献
活
動
の
促
進
へ
「
連
携
・
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
」
を

締
結
し
た
。
寄
付
講
座
や
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
協
力
し
て
取
り
組
む
。

４
月
２４
日
か
ら
専
修
大
学

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
小
田

急
電
鉄
に
よ
る
寄
付
講
座

「
地
域
と
共
生
す
る
小
田
急

グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
事
業

戦
略
」（
担
当
・
徳
田
賢
二
経

済
学
部
教
授
∥
前
期
開
講
、

経
済
・
法
・
経
営
・
商
の
４

学
部
対
象
）
が
始
ま
っ
た
。

第
１
回
の
講
師
は
大
須
賀

賴
彦
小
田
急
電
鉄
会
長
。

同
会
長
は
「
小
田
急
グ
ル

ー
プ
の
過
去
・
現
在
・
未

来
」
を
テ
ー
マ
に
、
鉄
道
を

は
じ
め
と
す
る
小
田
急
グ
ル

ー
プ
の
歴
史
や
、
地
域
と
と

も
に
発
展
を
目
指
し
て
き
た

同
社
の
経
営
理
念
に
つ
い
て

講
演
し
た
。

会
長
は
、
詰
め
か
け
た
３

０
０
人
の
学
生
に
「
最
近
の

若
者
は
失
敗
を
恐
れ
る
あ
ま

り
困
難
な
こ
と
に
挑
戦
し
な

い
よ
う
だ
。
な
ん
で
も
見

て
、
ト
ラ
イ
し
よ
う
と
い
う

前
向
き
の
姿
勢
が
大
切
。
自

分
の
人
生
を
誇
れ
る
よ
う
に

積
極
的
に
学
生
生
活
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

講
座
終
了
後
は
徳
田
ゼ
ミ

生
１２
人
と
懇
談
。
大
須
賀
会

長
は
ゼ
ミ
生
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
に
、
自
身
の
体
験

を
交
え
な
が
ら
応
じ
て
い

た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
学
習
成
果
を
発
表
／
経
営
学
部
創
立
５０
周
年
記
念
事
業
❷

２
０
１
２
年
度
学
校
法
人
専
修
大
学
事
業
計
画
・
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
❹
❺

教
養
ゼ
ミ
・
佐
竹
弘
靖
ゼ
ミ
寄
稿
「
ア
ル
メ
ニ
ア
探
訪
記
」
…
…
…
…
…
…
…
❻

寄
稿
「
伊
シ
エ
ナ

元
気
の
素
は
コ
ン
ト
ラ
ー
ダ
」

大
林
守
商
学
部
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❼

新
入
生
歓
迎
セ
ミ
ナ
ー
／
新
入
留
学
生
合
宿
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
…
…
…
…
❾

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
に
経
営
学
部
生
が
出
演
…
…
…
…
…
…
…
…
❿

専
修
大
学
図
書
館
春
の
企

画
展
示
「
は
じ
め
て
観
る
マ

ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
―
世
界
で

ひ
と
つ
と
い
う
魅
力
」
が
５

月
９
日
か
ら
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
図
書
館
で
始
ま
っ
た
。

展
示
は
本
学
図
書
館
が
所

蔵
す
る
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト

（
西
洋
の
写
本
）
な
ど
４７

点
。
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
は

歴
史
書
『
ポ
リ
ク
ロ
ニ
コ

ぐ
う

い

ン
』
、
寓
意
物
語
『
薔
薇
物

語
』
な
ど
１０
点
が
展
示
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
ケ
ル
ム
ス
コ

ッ
ト
版
の
チ
ョ
ー
サ
ー
『
作

品
集
』
、
ア
ル
ド
ゥ
ス
版
の

ダ
ン
テ
『
神
曲
』
な
ど
貴
重

な
刊
本
も
。
ま
た
展
示
資
料

に
関
す
る
研
究
書
や
複
製
本

な
ど
を
手
に
取
っ
て
鑑
賞
す

る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
∥
写

真
。
作
品
の
解
説
を
聴
く
ヘ

ッ
ド
ホ
ン
に
よ
る
音
声
ガ
イ

ド
も
行
っ
て
い
る
。
５
月
２９

日
（
火
）
ま
で
。

同
１９
日
（
土
）
に
は
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
講
演
会
が
開

催
さ
れ
る
。

テ
ー
マ
と
講
師
は
▽
「
西

洋
写
本
と
文
化
の
伝
承
」
講

師

松
下
知
紀
・
専
修
大
学

文
学
部
教
授
▽
「
『
薔
薇
物

語
』
の
世
界
―
夢
と
ア
レ
ゴ

リ
ー
」
講
師

篠
田
勝
英
・

白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
教

授
。問

い
合
わ
せ
は
専
修
大
学

図
書
館
☎
０
４
４
（
９
１

１
）
１
２
７
４
▽E- m

a
i
l

∥l
i
b- s

o
m
u
@
a
c
c
.
s
e
n

s
h
u- u

.
a
c
.
j
p

専
修
大
学
図
書
館
は
、
日
本
有

数
の
西
洋
写
本
の
所
蔵
館
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
図
書
館
の
企
画
に
よ

り
、
中
世
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
作

成
さ
れ
た
中
英
語
版
『
ポ
リ
ク
ロ

ニ
コ
ン
（
万
国
史
）
』
や
古
フ
ラ

ン
ス
語
の
『
薔
薇
物
語
』
（
羊
皮

紙
写
本
と
紙
写
本
）
な
ど
、
世
界

で
も
重
要
な
西
洋
写
本
の
展
示
会

が
開
催
中
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

羊
皮
紙
に
ニ
カ
ワ
を
混
ぜ
た
イ
ン

ク
で
書
か
れ
た
本
物
の
西
洋
写
本

を
鑑
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

１
４
５
５
年
ご
ろ
の
グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
に
よ
る
印
刷
術
以
前
は
、

全
写
本
が
写
字
生
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
写
さ
れ
る
た
め
、
世
界
に
ひ

と
つ
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。
西
洋

古
典
や
キ
リ
ス
ト
教
関
連
書
物

が
、
写
本
と
い
う
形
態
を
と
っ
て

長
い
間
伝
承
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、豪
華
な『
ポ

リ
ク
ロ
ニ
コ
ン
』
写
本
と
２
冊
の

有
名
な
『
薔
薇
物
語
』
写
本
の
ほ

か
に
も
、
中
世
の
サ
ヴ
ォ
イ
公
国

で
作
成
さ
れ
た
華
麗
な
『
サ
ヴ
ォ

イ
家
時
禱
書
』
や
、
ジ
ャ
ン
ヌ
ダ

ル
ク
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
・
ル

ー
ア
ン
で
作
成
さ
れ
た
上
品
な

『
ル
ー
ア
ン
時
禱
書
』
な
ど
、
美

し
い
彩
色
画
の
描
か
れ
た
写
本
も

展
示
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
中
世
の
教
会
で
実

際
に
使
用
さ
れ
た
『
グ
レ
ゴ
リ
オ

聖
歌
集
』
写
本
も
展
示
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
世
界
で
最
も
美
し
い

写
本
と
い
わ
れ
る
『
ベ
リ
ー
公
の

豪
華
時
禱
書
』
や
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

チ
ョ
ー
サ
ー
の
『
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

物
語
』
エ
レ
ズ
ミ
ア
写
本
な
ど
の

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
と
、
専
修
大
学

所
蔵
の
『
ポ
リ
ク
ロ
ニ
コ
ン
』
と

『
薔
薇
物
語
』
写
本
の
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
版
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

ＤＶＤ絶賛販売中（購買会他）

石
巻
専
修
大
学
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『
ポ
リ
ク
ロ
ニ
コ
ン
』

『
薔
薇
物
語
』な
ど
４７
点

「はじめて観るマニュスクリプト―世界でひとつという魅力」

小田急電鉄と連携協定小田急電鉄と連携協定

大須賀会長が第１回寄付講座で講義

「小田急グループは
地域とともに発展」

▲ ３００人の学生に講義する大須賀

小田急電鉄会長

寄
付
講
座
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
強
化

図書館で貴重資料の展示会始まる

日本有数の西洋写本所蔵を誇る

▲ 調印式で握手する日髙学長・理事長（左）と

山木小田急電鉄社長


世
界
に
ひ
と
つ
の
魅
力
…
展
示
の
見
ど
こ
ろ

松下 知紀 文学部教授

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」５
０
０
号
（
３
面
に
関
連
記
事
）

（
３
面
に
関
連
記
事
）
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